
雑多な図形の中には、美しく見えるものがある。量と測定領域で、長さや重さ等を

数値化してくように、図形考察の観点を手に入れ、特徴から図形に名前を付けていく。

児童には、以下に示したような、全体の姿や、流れをイメージさせる必要がある。
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○ 直角。

○ 辺の数。

○ 同じ長さの辺の数。

○ 平行。

○ 平行の組の数。

○ 対角線の交わり方。

○ 対角線の長さ。

図
形
考
察
の
観
点
が
増
え
て
い
く
。

目に見え

る「辺」を中

心に分類。

目に見え

ない「線」を

引くことで、

特徴をとら

える。

○ 対称の軸。

○ 対称の中心。

美しく見える図形がある。→その理由はこれだ。→名前をつけたい。

新たに図形考

察の観点を手に

入れると、これ

まで捨てられて

いた図形にも、

次々と名前が付

けられていく。

○ 一直線との交点・接点の数。

一直線との交点が最大４つできる図形

一直線との接点が最大２つできる図形

交点２ 接点１ 交点４ 接点１交点２ 接点２

今後、次々と新たな図形考察観点を手に入れると・・・

１ 本 の
補助線を
どう･･･


